
な～に谷っ戸ん田５年目 第１９回目の記録－畑の草取り等－ 

 

■と き：平成23年8月20日（土） 7：00～12：00 

■ところ：堀の内の畑等 

■天 気：曇り 

■参加者：石田＋ヒデくん（途中から）、オズ（途中から）、梅下母、霧生、久保、坂本、

高田（直）、藤田（途中から）、松本夫妻、松下（途中まで）、吉田（途中から） 

計12名＋子ども1名 

■活 動： 

【畑作業】 

・テツさんよりカマとクワを借用し、ロッカーに保管していた鶏ふんをもって畑に移動。  

・隣接する畑との境目を含め、畑全面の草取りをした。 

・前日に雨が降ったせいか、畑の作物はイキイキとしている。 

 大豆の開花が始まっていた。 

・7/16に種を蒔いて大きくなったラディッシュを30個程度収穫。先々週に蒔いた分

は日照りにやられて発芽が少なく、葉やけしているものも多かった。 

・次回じゃがいもを植える予定の左端の畝と、スイカやラディッシュを植えていたエリ

アに5列程畝の目安（棒を差しています）をつけて、鶏ふん約1/3袋を撒きクワで混

ぜ込んだ。高田家の三つ又クワが活躍。 

・早朝の時間に加え、この夏一番の涼しい陽気に作業が捗り、10時半頃には畑作業は

終了した。 

  

【田奈の田んぼの視察】 

・ヒエ取り名人も「ヒェ～！！」というくらい、すごいことになっていた。 

 ・・・一同、肩を落として早々に退散。 

  

【竹林の視察】 

・しばらく行けなかった分だけ雑草が生い茂り、こちらも大変なことになっていた。 

・しかし、竹林との境のあたりにミョウガの群生有り。茎の周りに積もった落ち葉をか

きわけ、やぶ蚊に刺されながら収穫させていただく。（50個くらいか？） 

  

【谷っ戸ん田】 

・作業小屋の前でカマやクワを洗浄し返却。 

・広場でミョウガを分配し、次回の打ち合せを簡単に行い解散。 

・我らの田んぼはほとんどヒエもなく美しい。喜寿の出穂はこれからだが、コシヒカリ

も満月も穂をたれて、収穫の秋を待っている。 

（記録：霧生） 


